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【資料内容】
◆各単位PTA 財務状況アンケートの結果(下記①)
◆研修会アンケートの結果(下記②)

令和5(2023)年 令和6(2024)年

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

※活動実績

財務状況アンケート実施(①) 研修会→アンケート取得(②)

まとめ資料送付

★新型コロナ:2類→5類



【各単位PTA 財務状況アンケートの結果】
回答数･･･小学校 58/69校(84%)、中学23/26校(88%)

※ダブり回答校一部あり
※学校名は非公開とさせていただきます

質問内容 結果概要
役職を教えてください。

コロナが5類になった今年度の活動計画状況
※コロナ禍＝令和2～4年度とする

◆回答者/単位PTA活動状況

多くの会計担当の方
に解答いただいた。

ほぼ活動再開

◆PTA会計の口座について

質問内容 結果概要
通帳の口座の数

口座名義

<自由記載>
変更検討内容があれば

・会費を一般会計と購入準備金と分けてあった為統合
・複数ある会計をできるだけまとめたい

(通常会計、スポーツ文化後援会、特別会計･･･）
・会長名義を会計担当名義に
・学校名で口座が作成

複数口座を
一元管理が多い

会長名義が多い

質問内容 結果概要
管理している会費の種類数

(一般会計、特別会計、慶弔費、スポ文、
何かの積立など)

◆会費の種類

種類は多い



質問内容 結果概要
P会員保護者の会計担当以外で、
学校職員(事務長先生等)、
もしくは、雇用の方
が在籍するのか

※雇用の方＝学校に通う子どもの保護者以外

上記、雇用の方の、雇用形態

◆会計事務員について

学校職員のみが多い
雇用は意外と多い

雇用は年度予算で確保

質問内容 結果概要
<自由記載>
PTA会費の使われ方について、
他校に、確認したい項目や内容

【中学】
<用途> 外部コーチへの旅費
<管理> 学校側がほぼ管理してるかどうか
【小学】
<用途> カーテンクリーニング

体育館清掃用のモップのレンタル代
市P連の大会などのお弁当や飲み物など
PTA関係の研修で有料駐車場代、医薬材料
市P連ソフト・バレー大会での交通費(ガソリン代）
専属事務員の人件費
会長の校外活動（各会議や情報交換会など）
予算計上の勘定科目、適切なお金の使いみち
学校行事における、PTA会費の利用の線引き

<自由記載>
課題の解決事例

<作業量減>会計処理日の回数を減らした
<繰越金過多>コロナ禍の影響であり、

会費の徴収方法変更等繰越金を減らす。
<会費適正化>事務員の時給の最低賃金確保

会費の世帯数化(2人目以降減額or無)

<自由記載>
その他

・会費検討は労力が掛かるから中々取り組めていない
・銀行の振り込み手数料の高騰による負担

◆その他

(続き：各単位PTA 財務状況アンケートの結果）



【研修会アンケートの結果】
研修会出席･･･小学校 55人(11グループ)＋中学13人(２グループ)

⇒アンケート回答：26人 ※午前中いっぱいまでの研修会後QRコード対応

質問内容 結果概要
研修会の感想

(上記理由）
※自由記述

<抜粋>
・他の学校の状況を知ることができて参考になりました。
・良いところは自校でも取り入れて、効率よく活動ができるよう
にしたいと思います。
・新たな視点でPTA会費の運用について考えることができた
・役員が協力しながら子供達の為にボランティアで働いている事
は、本当に素晴らしいと思いました。
大変勉強になりました。本校でも今回の研修で学んだことを活
かして、会計事務の効率化を図りたいと思います。

次回の本員会の研修会への参加意思

今後の研修会案
※自由記述

・会費値上げ,Ｐ会員廃止,事務員の雇用の説明方法
・予算組みのシミュレーション
・各学校の予算や決算書などが見れるとありがたい。
・大変だと思いますが、今回のような講義やグループ討議出来
るような機会を定期的に行っていただけると良いと思いました。
・PTA事務員の雇用、契約について。

かなり好評でした

感想と同じ



【令和5年度 財務委員会まとめ】

各校の財務状況のアンケートにて回答率が非常に高く(85%)回答いただいたおかげで、
貴重な現状把握のデータが取得できました。これを元に、「PTA会費の使われ方/管理方法」
のお題目にて、研修会を実施でき、他校との情報交換を通じて、有意義な時間を取得できた
と考えられ、本委員会としても一定の成果を得たと考えます。

長年の単位PTAの財務に関する課題は、簡単に解消はできないと思いますので、どこまで
何をやっていくのがよいのかが、今後の課題かと思います。今回の研修会では、P会員を想定
した児童数によりグループ分けをして実施してみました。財務状況は比較的同じになるはずが、
実際は状況が全く異なることが明確にわかりました。

したがって、次年度以降は、今回の結果を活用し、単位PTAでの発展を検討していくことが
次の段階かと思われます。財務委員会としても、検討していきますので宜しくお願いいたします。

最後に、アンケート・研修会とご対応いただいた単位PTAの皆様、ならびに回数を増やして
活動してきた財務委員会の皆様、ありがとうございました。

宇都宮市PTA連合会 財務委員会 委員長 村瀬広之
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